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研究成果の概要（和文）：考古学の研究は、過去の物質資料を観察研究することを基礎として成

立している。しかしそこでは、技術を「機能」「用途」として捉えること、その器具や装置の数

量を捉えること、その器具や装置の時間別空間別整理をすること、はできても、効力・効果を

時間や精度で測ること、資源交渉量をボリュームで測ることは困難である。本研究は、実験考

古学という手法により、技術力を数値で提示することと資源利用量や資源の生産量を数値で提

示することを目的とした。過去の人類集団が、資源の入手法でのみ整理されるのではなく、そ

れぞれの技術力や交渉資源量をもとに整理されることで、考古学の先史・原始時代研究は個別

社会の特性を分離・統合する基準を保有することが可能となる。本研究では、①各種土質地の

掘削力、各種草本の切削力・各種木本の切削力などを器具や装置ごとに示すことに成功した。

②狩猟具の衝突圧や精度の数値化・石器・鉄器の形状特性の判断に成功した。③水利施設の設

置・利用実験により先史・原始期の各種水利構想の特徴を示すことに成功した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：We succeeded in everything we tried. This experimental 
archaeological programs were published as follows. 1. Reconstructive experimentation of 
making dugout canoe in Jomon period. 2. Comparative experimentation of effect between 
axes and adzes : using polished stone axes and adzes in Jomon period. 3. Comparative 
experimentation of effect between replicated Mikoshiba type stone adzes and large 
replicated bifacially beveled stone axes. 4. Use-wear analysis of replicated Mikoshiba type 
stone adzes using wood-felling. 5. Experimental use-wear analysis of chipped stone hoe. 6. 
Digging experimentation by chipped stone hoe in the fiscal year 2009 :the defference of wall 
angle that from tool of digging and movement 7. Experimental study of the form of chipped 
stone arrowheads in the fiscal year 2009. 
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１． 研究開始当初の背景 
 本研究は、先に基盤研究Ａを受けて展開し
た実験考古学による先史原始の生活・社会・
経済を追求する情報を収集する研究を継続
して展開したものである。 
考古学において、実験的研究は古くから行

われているが、体験主義的なものや、個別遺
物についての単独のものが多く、先史原始の
社会研究の根幹部分の技術情報や資源情報
を求めて、考古学の研究構造そのものの改変
を考慮しての研究展開は皆無だった。 
 
  
２．研究の目的 
本研究では、上記のような研究状況にかん

がみ、日常生活を支える過去の技術群を、そ
の効力や精度情報を得るための実験を行い、
技術力や・経済力を数値で議論するための基
礎情報を収集することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 物質資料の観察研究では得られない技術
力や資源量についての情報を得るための実
験考古学・資源生成量情報を得るための生態
考古学を展開した。 
 
４．研究成果 
 技術を効力で数値化することにより、縄文
時代から古墳時代の各種工具で働きかける
ことができる資源量の数値化に成功した。ま
たそうした情報群から、環境交渉力の数値化
に成功した。 
こうした情報群により資源獲得時間や物

資移動空間の数値化と、資源生成量・生成時
間の数値化が達成できた。 
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